
湖北省
四川省

河北省

貴州省

広西チワン族自治区
広東省

湖南省

江蘇省

江西省

重慶市

甘粛省

山西省

陝西省 山東省

河南省

安徽省

浙江省

福建省

台湾

南平南平
建甌

浦城

福州

開封洛陽
（長安）
西安 徐州

宿州

杭州

江山

二十八都鎮

揚州

鎮江 無錫
蘇州

常州

（赤岸鎮）
建甌

浦城

香港

福州

天台山

開封洛陽
（長安）
西安 徐州

宿州

青島

杭州

江山

二十八都鎮

上海市

揚州

鎮江 無錫
蘇州

常州南京

秦
函
谷
関

漢
函
谷
関

仙霞関
楓嶺関

太湖

長
江
（
揚
子
江
）

閩江

黄河

武夷山

江郎山

霞浦霞浦（赤岸鎮）

州州鄭鄭

0 200km

密
教
相
承
者
た
ち
と
の
出
会
い

　

杭こ
う

州し
ゅ
うか

ら
開
封
ま
で
は
古
運
河
を
通
り
、

い
よ
い
よ
開
封
か
ら
は
陸
路
と
な
る
。
開
封

の
古
刹
で
、
空
海
が
留
学
時
に
滞
在
し
た
と

の
伝
説
が
残
る
大だ

い

相し
ょ
う

国こ
く

寺じ

を
経
て
、
ひ
た
す

ら
道
を
西
に
進
む
。
鄭て

い

州し
ゅ
うを
経
て
、
中
国
仏

教
発
祥
の
地
・
洛
陽
に
着
く
。
洛
陽
に
は
後ご

漢か
ん

の
明め

い

帝て
い

が
建
立
し
た
と
い
う
白は

く

馬ば

寺じ

が
あ

り
、
空
海
も
こ
こ
に
立
ち
寄
っ
た
こ
と
は
想

像
に
難か

た

く
な
い
。
現
在
、
白
馬
寺
に
も
修
行

大
師
像
が
建
っ
て
い
る
。

　

洛
陽
は
、
空
海
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
密
教

の
相そ

う

承じ
ょ
う

者し
ゃ

で
あ
る
イ
ン
ド
僧
・
善ぜ

ん

無む

畏い

、
金こ

ん

剛ご
う

智ち

と
の
関
係
が
重
要
で
あ
る
。

　

善
無
畏
は
開か

い

元げ
ん

４
年
（
７
１
６
）
に
長
安

に
入
り
、『
虚こ

空く
う

蔵ぞ
う

求ぐ

聞も
ん

持じ

法ほ
う

』一
巻
を
翻
訳

し
た
。
こ
れ
は
大
安
寺
の
僧
・
道ど

う

慈じ

に
よ
っ

て
日
本
に
持
ち
帰
ら
れ
た
。
さ
ら
に
開
元
12

年（
７
２
４
）に
洛
陽
に
入
り
、
大だ

い

福ふ
く

先せ
ん

寺じ

で

『
大だ

い

日に
ち

経き
ょ
う』の
翻
訳
を
す
る
。こ
の
２
つ
の
経
典

が
空
海
に
与
え
た
影
響
は
非
常
に
大
き
い
。

善
無
畏
は
洛
陽
で
入
滅
し
、
龍
門
の
西
山
・
広こ

う

空
海
一
行
は
、い
よ
い
よ

中
国
仏
教
発
祥
の
地
・
洛ら
く

陽よ
う

を
経
て
、

古
都
長
安
へ
と
道
を
進
む
。

中
国
仏
教
発
祥
地
を
通
り
長
安
へ

開か
い

封ふ
う

か
ら
長ち

ょ
う

安あ
ん（

西せ
い

安あ
ん

へ
）

洛
陽
　
龍り

ゅ
う

門も
ん

石せ
っ

窟く
つ

洛
陽
の
南
部
に
位
置
す
る
中
国
３
大
石
窟
の
１
つ（
世
界
遺
産
）。南
北
約

１
キ
ロ
の
な
か
に
、約
２
０
０
０
の
石
窟
が
あ
る
。仏
像
は
約
10
万
体
に
の
ぼ

る
。写
真
は
、龍
門
石
窟
の
代
表
作
と
も
い
わ
れ
る
奉ほ

う

先せ
ん

寺じ（
石
窟
の
な
か

の
寺
院
）の
盧る

舎し
ゃ

那な

大
仏
で
、像
の
高
さ
は
17
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ
。

開
かい

封
ふう

鄭
てい

州
しゅう

洛
らく

陽
よう

西
せい

安
あん

（長
ちょう

安
あん

）

古都コース

※本記事は『高野山大学選書 第５巻 現代に生きる空海』（小学館スクウェア）の「現代中国に甦る空海」著／静慈圓をもとに構成
しています。 ※（★）印がついている写真は、静慈圓氏が団長を務めた「空海ロード巡礼」にて撮影されたものです。写真は巡礼
地の一部を紹介したもので、これがすべてではありません。



大
だい

相
しょう

国
こく

寺
じ

555年創建の開封中心部にある仏教寺院。1992年以後仏
教活動が復活、鐘

しょう

楼
ろう

などが再建された。空海が滞在したという
伝説が残る（★）。

大
使
藤ふ

じ

原わ
ら
の

葛か
ど

野の

麻ま

呂ろ

が
皇
帝
の
徳と

く

宗そ
う

に
国こ

く

書し
ょ

お
よ
び
貢

み
つ
ぎ

物も
の

を
呈て

い

上じ
ょ
うし
、
25
日
に
接
見
が
行

わ
れ
、大
使
の
責
務
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

　

翌
年
の
貞て

い

元げ
ん

21
年
（
８
０
５
）
１
月
23
日
、

徳
宗
が
64
歳
で
崩
御
し
、
28
日
に
は
順

じ
ゅ
ん

宗そ
う

が

帝
位
に
つ
く
。
大
使
藤
原
葛
野
麻
呂
は
帰
国

す
る
こ
と
と
な
り
、２
月
10
日
長
安
を
出
発
。

こ
の
日
、
空
海
は
西さ

い

明み
ょ
う

寺じ

に
移
る
。

　

空
海
の
求ぐ

法ほ
う

行あ
ん

脚ぎ
ゃ

は
い
よ
い
よ
積
極
的
に

な
っ
て
い
く
。
空
海
は
、
醴れ

い

泉せ
ん

寺じ

で
北
イ

ン
ド
の
般は

ん

若に
ゃ

三
蔵
と
牟む

尼に

室し

利り

三
蔵
に
つ
い

て
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
お
よ
び
南
イ
ン
ド

に
伝
わ
る
バ
ラ
モ
ン
の
宗
教
、
す
な
わ
ち
イ

ン
ド
哲
学
を
学
ん
で
い
る
。

そ
の
後
、
空
海
は
同
年
５

月
末
か
ら
６
月
初
め
に
恵け

い

果か

和か

尚し
ょ
うを
青

し
ょ
う

龍り
ゅ
う

寺じ

に
訪
ね
、

密
教
の
灌か

ん

頂じ
ょ
うを
受
け
る
の

で
あ
る
。

　

元げ
ん

和な

元
年
（
８
０
６
）
２

月
に
、空
海
は
長
安
に
い
た
。

だ
が
４
月
に
は
越え

っ

州し
ゅ
う（
現
在

の
紹

し
ょ
う

興こ
う

）
に
き
て
い
る
。
唐

を
離
れ
た
の
は
８
月
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。

化か

寺じ

に
葬
ら
れ
た
。
広
化
寺
の
場
所
は
長
ら

く
不
明
で
あ
っ
た
が
、最
近
明
ら
か
と
な
り
、

大だ
い

伽が

藍ら
ん

と
な
っ
て
甦
っ
た
。
善ぜ

ん

無む

畏い

が
『
大だ

い

日に
ち

経き
ょ
う』
を
翻
訳
し
た
大だ

い

福ふ
く

先せ
ん

寺じ

も
明
ら
か
と

な
り
、
地
域
の
人
の
力
で
新
し
く
甦
っ
た
。

　

金こ
ん

剛ご
う

智ち

は
、
開か

い

元げ
ん

７
年（
７
１
９
）に
長
安

に
入
り
、
翌
年
洛
陽
に
入
っ
た
。
金
剛
智
が

翻
訳
し
た
数
多
く
の
『
金
剛
頂
経
』
系
の
経

典
を
、
空
海
は
熱
心
に
中
国
で
収
集
し
た
。

こ
れ
ら
の
経
典
が
空
海
の
思
想
を
つ
く
り
出

す
根
本
資
料
と
な
っ
た
。
金
剛
智
は
洛
陽
の

広こ
う

福ふ
く

寺じ

で
入
滅
、
そ
の
墓
塔
奉ほ

う

先せ
ん

寺じ

も
最
近

ま
で
不
明
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
発
掘
さ
れ

て
明
ら
か
と
な
り
、「
金
剛
智
三さ

ん

蔵ぞ
う

顕け
ん

彰し
ょ
う

碑ひ

」

が
建
て
ら
れ
た
。
寺
院
の
発
掘
お
よ
び
碑
の

建
立
は
、
龍

り
ゅ
う

門も
ん

石せ
っ

窟く
つ

名
誉
所
長
の
温お

ん

玉ぎ
ょ
く

成せ
い

氏

と
私
（
静
）
の
共
同
研
究
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。

　

洛
陽
か
ら
河
南
省
の
関
所
・
函か

ん

谷こ
く

関か
ん

を
通

り
、
長
安
へ
と
急
ぐ
。
空
海
ら
は
12
月
21
日

に
長
安
城
の
東
壁
中
央
の
「
春

し
ゅ
ん

明め
い

門も
ん

」
の
長

ち
ょ
う

楽ら
く

駅
に
到
着
。
23
日
、
朝
廷
か
ら
内
使
の
趙

ち
ょ
う

忠ち
ゅ
うが
23
頭
の
馬
を
ひ
い
て
迎
え
に
き
て
、
春

明
門
か
ら
長
安
城
へ
と
入
っ
た
。
そ
し
て
宣せ

ん

陽よ
う

坊ぼ
う

に
あ
る
官
邸
に
落
ち
着
く
。
24
日
に
は

白
はく

馬
ば

寺
じ

大
だい

福
ふく

先
せん

寺
じ

後漢永平11年（公元68年）創建の中国最古の仏
教寺院。仏教の中国伝来の説話に基づき、洛陽
郊外に建立。現在、修行大師像が建つ（★）。

真言密教の相承者・善
ぜん

無
む

畏
い

が『大
だい

日
にち

経
きょう

』を翻訳した
と伝わる寺院。長らくその場所は不明であったが、
近年発見され、新たに甦った（★）。

広こ
う

化か

寺じ

真
言
密
教
の
相
承
者・
善
無
畏
が
葬
ら
れ
た
と
伝
わ
る
洛
陽
の
寺
院
。

長
年
の
研
究
調
査
に
よ
り
場
所
が
明
ら
か
と
な
り
、
近
年
大
伽
藍
が

再
建
さ
れ
た
。善
無
畏
肉に

く

身し
ん

塔（
★
）。

函か
ん

谷こ
く

関か
ん

山
道
か
ら
見
下
ろ
し
た
函
谷
関
。写
真
上
部
に
見
え
る
建
造
物
が
、
高

さ
66
メ
ー
ト
ル
を
誇
る
城
壁
と
楼
閣
。歴
史
上
多
く
の
戦
い
が
こ
こ
で
行

わ
れ
た（
★
）。

青し
ょ
う

龍り
ゅ
う

寺じ

（
恵け

い

果か

空
海
紀
念
堂
）

再建された青龍寺（恵果空海紀念堂）。青龍寺は空海が
恵果和尚から灌頂を受けた場所で、今から約30年ほど
前に再建された。

白馬寺　涅
ね

槃
はん

像
白馬寺の境内にある涅槃像。白馬寺は創建された当時から位
置は変わっていないが、現存する建築の多くは明清代に再建
された（★）。

大だ
い

興こ
う

善ぜ
ん

寺じ

756年に中国真言宗第六祖の不空が住職となり、灌頂
道場を開いた寺院。以降、中国密教の中心寺院となり、
日本の円仁、円珍らも修行した（★）。

空
海
記
念
碑

青龍寺に建てられた空海記念碑。空海が約１年過ごし
た青龍寺は、四国八十八ヶ所の番外札所、「零番札所」
になっている。



し
た
の
で
、金
剛
峯
寺
の
援
助
を
い
た
だ
き
、

温
先
生
と
私
は
、
こ
こ
芋
畑
に
「
善
無
畏
三

藏
顕
彰
碑
」
を
建
立
し
た
。
現
在
、
こ
の
丘

の
上
は
立
派
な
大
伽
藍
と
な
っ
て
い
る
。
今

回
訪
ね
る
と
、
さ
ら
に
講
堂
・
善
無
畏
殿

の
建
立
中
で
あ
っ
た
。「
奉
先
寺
跡
」
に
は
、

同
じ
く
「
金
剛
智
三
藏
顕
彰
碑
」
を
建
立
し

た
。
奉
先
寺
は
、
唐
時
代
は
大
寺
で
あ
っ
た

が
現
在
は
、
何
も
な
い
。

　

最
後
に
唐
三
彩
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
有
名
な

洛
陽
博
物
館
を
見
学
し
、洛
陽
に
も
う
1
泊
。

　

４
日
目
の
最
初
の
訪
問
先
・
白は

く

馬ば

寺じ

は
中

国
へ
仏
教
が
東と

う

漸ぜ
ん

し
た
最
初
の
寺
で
あ
る
。

　

３
日
目
、
洛ら

く

陽よ
う

の
南
方
13
キ
ロ
に
位
置
す

る
石
窟
寺
院
・
龍
門
石
窟
を
訪
問
。
10
月
16

日
は
五
節
句
の
１
つ
「
重
陽
の
節
句
」
で
、

大
変
な
人
出
で
あ
っ
た
。
中
国
で
国
内
観
光

が
始
ま
っ
た
の
は
２
０
０
０
年
頃
か
ら
で
あ

ろ
う
。豊
か
に
な
っ
て
き
た
中
国
の
人
々
は
、

観
光
が
ブ
ー
ム
で
あ
る
。
お
ま
け
に
、
こ
の

日
は
60
歳
以
上
無
料
と
あ
っ
て
土
曜
日
で
も

あ
り
大
盛
況
で
あ
っ
た
。

　

龍
門
石
窟
に
向
か
っ
て
右
へ
約
３
キ
ロ
の

裏
山
に
「
広こ

う

化か

寺じ

」、「
奉ほ

う

先せ
ん

寺じ

跡
」
は
左
へ

約
２
キ
ロ
の
裏
山
に
位
置
す
る
。「
広
化
寺
」

に
到
着
。
私
は
、
二
十
数
年
前
、
当
時
の
龍

門
石
窟
名
誉
所
長
温
玉
成
先
生
と
、広
化
寺
・

奉
先
寺
跡
の
研
究
を
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、

広
化
寺
が
善
無
畏
三
藏
の
墓
塔
で
あ
り
、
奉

先
寺
跡
が
金こ

ん

剛ご
う

智ち

三さ
ん

藏ぞ
う

の
墓
塔
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

当
時
、
丘
の
上
の
広
々
と
し
た
こ
の
土
地

は
芋
畑
で
あ
り
、
広
化
寺
の
寺
院
跡
は
ま
っ

た
く
な
か
っ
た
。
研
究
の
結
果
、
こ
の
場
所

が
善
無
畏
三
藏
の
墓
塔
で
あ
る
こ
と
が
判
明

　

日
本
人
の
参
加
者
は
30
名
で
あ
る
。
今
回

は
台
湾
か
ら
、
香
港
か
ら
、
中
国
本
土
か
ら

中
国
人
13
名
が
参
加
し
た
。
男
性
６
名
、
女

性
７
名
に
途
中
か
ら
１
名
、
通
訳
を
含
め
て

17
名
の
中
国
人
の
空
海
信
者
で
あ
る
。

　

上
海
か
ら
鄭て

い

州し
ゅ
う

空
港
へ
。
空
港
か
ら
１
時

間
半
ほ
ど
バ
ス
で
走
り
、
出
発
点
開か

い

封ふ
う

に
到

着
し
た
。「
開
封
玉
祥
大
酒
店
」
で
中
国
側

13
名
と
合
流
し
た
。

　

翌
日
、「
大だ

い

相し
ょ
う

国こ
く

寺じ

」
の
門
前
の
両
側
に

並
ん
だ
僧
侶
た
ち
の
楽
器
の
演
奏
が
、
私
た

ち
一
行
を
出
迎
え
て
く
れ
た
。
感
動
の
演
出

で
あ
る
。
門
を
入
っ
た
と
き
、
さ
ら
に
び
っ

く
り
し
て
目
を
見
張
っ
た
。
こ
の
大
寺
の
す

べ
て
が
「
菊
」
で
覆
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
菊
花
展
は
、
日
本
で

見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ん
と
雙そ

う

龍り
ゅ
う・
大

灯
篭
・
松
の
木
な
ど
が
、
い
ず
れ
も
菊
で
つ

く
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
旧
友
の

釋
心
廣
住
職
が
待
っ
て
お
ら
れ
た
。

　

菊
の
道
を
大
雄
宝
殿
ま
で
案
内
さ
れ
た
。

堂
の
な
か
で
は
、
す
で
に
僧
侶
ら
が
並
列
し

て
お
り
、
中
国
側
の
読
経
が
始
ま
っ
た
。
そ

の
後
、
日
本
側
も
読
経
を
奉
納
。
つ
い
で
、

「
大
師
堂
」
へ
案
内
さ
れ
た
。
大
師
堂
で
は
、

３
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
修
行
大
師
像
が
私
た
ち

を
迎
え
て
く
れ
た
。そ
し
て
招
待
室
へ
移
り
、

釋
心
廣
住
職
と
懇
談
し
た
。

　

私
は
、
１
９
８
４
年
か
ら
こ
の
寺
に
き
て

い
る
。
当
時
こ
こ
に
寺
は
な
く
、
広
々
と
し

た
公
園
で
あ
り
、
た
だ
銀
杏
の
大
木
製
の
四

面
千
手
観
音
像
を
収
め
た
「
観
音
堂
」
だ
け

が
あ
っ
た
。
政
府
の
宗
教
局
の
案
内
で
あ
っ

た
が
、
彼
ら
か
ら
空
海
が
８
０
６
年
に
長

ち
ょ
う

安あ
ん

か
ら
帰
途
の
と
き
、
こ
の
寺
に
立
ち
寄
っ
た

と
の
寺
伝
が
あ
る
と
の
話
を
聞
い
た
。

　

次
に
、「
鉄
塔
公
園
」
へ
行
く
。「
第
十
回

中
国
菊
花
展
覧
会
」
の
横
幕
が
か
か
り
、
菊

花
展
の
会
場
の
１
つ
に
な
っ
て
い
た
。
菊
で

十
三
重
の
鉄
塔
を
模
し
た
大
作
、
菊
で
つ
く

ら
れ
た
各
種
の
盆
栽
の
大
作
な
ど
、
菊
作
品

で
埋
ま
っ
て
い
た
。広
い
公
園
の
芝
生
で
は
、

課
外
活
動
で
あ
ろ
う
か
、
多
く
の
生
徒
の
グ

ル
ー
プ
が
、
明
る
い
声
を
あ
げ
て
い
た
。
開

封
は
、菊
で
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
町
で
あ
っ
た
。

こ
の
菊
も
順
次
、
今
か
ら
開
花
し
て
い
く
。

満
開
の
と
き
は
、
さ
な
が
ら
極
楽
世
界
の
菊

花
園
に
迷
い
込
ん
だ
気
持
ち
が
す
る
こ
と
だ

ろ
う
。

　

次
に
、
嵩す

う

山ざ
ん

に
あ
る
「
少
林
寺
」
を
参
拝
。

寺
の
僧
に
迎
え
ら
れ
、
大
雄
宝
殿
で
読
経
、

接
待
室
で
懇
談
の
の
ち
、
塔
林
を
案
内
さ
れ

る
。
空
海
は
少
林
寺
に
は
立
ち
寄
っ
て
な
い

が
、
長
安
へ
の
行
き
帰
り
に
、
嵩
山
の
山
麓

は
通
過
し
た
。

　

少
林
寺
は
、
現
在
少
林
寺
拳
法
で
有
名
で

あ
る
。
少
林
寺
と
い
う
映
画
は
、
少
林
寺
を

有
名
に
す
る
の
に
貢
献
し
た
と
い
わ
れ
る
。

現
在
は
少
林
寺
を
中
心
と
し
た
町
づ
く
り
が

計
画
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
少
林
寺
拳

法
を
中
心
と
し
た
学
校
が
十
数
校
あ
る
。
各

学
校
で
は
、
２
０
０
人
前
後
の
学
生
が
学
ん

で
い
る
。
軍
隊
式
の
教
育
で
あ
る
。
長
い
棒

を
持
ち
整
列
し
て
、
大
き
な
声
を
出
し
行
進

し
て
い
く
学
生
が
、
広
い
寺
中
を
闊
歩
し
て

い
る
。彼
ら
が
一
番
目
標
と
し
て
い
る
の
は
、

映
画
ス
タ
ー
で
あ
る
と
い
う
。
卒
業
後
は
、

警
官
・
警
備
関
係
な
ど
、
就
職
は
結
構
あ
る

よ
う
だ
。
僧
侶
に
な
る
も
の
は
、
少
な
い
。

　

次
に
「
大だ

い

福ふ
く

先せ
ん

寺じ

」
を

参
拝
。
こ
の
寺
は
、
善ぜ

ん

無む

畏い

三さ
ん

藏ぞ
う

が
「
大だ

い

日に
ち

経き
ょ
う」
を

翻
訳
し
た
寺
で
あ
る
。
こ

の
日
は
、
洛
陽
牡
丹
大
酒

店
に
泊
ま
っ
た
。

大相国寺の四面千手観音像。

旧友である大相国寺の釋心廣住職と。

中
国
人
観
光
客
で
盛
況

石せ
っ

窟く
つ

寺
院
・
龍り

ゅ
う

門も
ん

石
窟

空
海
ロ
ー
ド
の
最
終
地
点

洛
陽
に
は
新
幹
線
で
到
着

初
の
中
国
人
信
徒
と

空
海
巡
礼
の
旅
を
実
施

コース古都

嵩山の少林寺の門前に建つ像（写真左）と、
少林寺武術館（写真上）。

龍門石窟の仏像のお顔。

龍門石窟の遠景。

静
慈
圓 

古
都
コ
ー
ス

紀
行
レ
ポ
ー
ト

２０１0年
10月14日～19日



ま
お
大
師
様
に
迎
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
「
大だ

い

興こ
う

善ぜ
ん

寺じ

」
に
到
着
。
25
年
前

は
、
寺
院
の
礎
石
だ
け
が
空む

な

し
く
転
が
っ
て

い
た
だ
け
で
、
僧
侶
も
い
な
か
っ
た
。
そ
れ

が
各
種
建
造
物
の
建
築
に
よ
っ
て
大
変
身
を

遂
げ
た
。
中
国
全
土
の
な
か
で
も
上
位
に
入

る
だ
ろ
う
。
古
い
友
人
の
寛か

ん

旭ぎ
ょ
く

住
職
に
迎
え

ら
れ
る
。
彼
は
、
青
龍
寺
の
住
職
を
し
て
い

る
が
、
大
興
善
寺
の
前
住
職
・
界
明
方
丈
が

入
滅
さ
れ
た
あ
と
を
受
け
て
こ
の
寺
も
兼
務

し
住
職
と
な
っ
た
。

　

界
明
方
丈
に
は
二
十
数

楽
門
か
ら
長
安
城
に
入
城
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
古
都
西
安
の
象
徴
・
大だ

い

慈じ

恩お
ん

寺じ

の
「
大だ

い

雁が
ん

塔と
う

」
へ
登
っ
た
。
玄げ

ん

奘じ
ょ
う

法
師
が
イ

ン
ド
か
ら
持
ち
帰
っ
た
、
大
量
の
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
経
典
や
仏ぶ

っ

舎し
ゃ

利り

な
ど
の
宝
物
を
安
置

す
る
た
め
に
自
ら
設
計
し
た
塔
で
あ
る
。
約

64
メ
ー
ト
ル
７
層
の
塔
の
最
上
階
か
ら
四
方

を
見
る
と
、
大
雁
塔
を
中
心
と
し
て
新
し
い

街
づ
く
り
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
一
目
瞭

然
で
あ
る
。
10
年
前
は
、
考
え
ら
れ
な
か
っ

た
市
街
が
広
が
っ
て
い
た
。

　

夕
食
は
、
西
安
市
内
の
特
別
ギ
ョ
ー
ザ
料

理
を
賞
味
。
西
安
建
国
大
飯
店
泊
。

　

前
回
「
青

し
ょ
う

龍り
ゅ
う

寺じ

（
恵
果
空
海
紀
念
堂
）」
を

訪
問
し
た
の
は
、
２
年
前
で
あ
ろ
う
か
。
今

回
、
青
龍
寺
に
バ
ス
が
停
車
、
下
車
す
る
と

新
し
い
石
の
階
段
と
石
壁
が
あ
り
、
石
壁
に

は
入
定
門
が
３
つ
、
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
上
に
立
派
な
欄ら

ん

干か
ん

の
あ
る
建
造
物
が
あ
っ

た
。
思
わ
ず
「
こ
こ
ど
こ
？
」
と
い
う
感
じ

で
あ
っ
た
。
一
瞬
、
ガ
イ
ド
が
場
所
を
間
違

え
た
の
か
と
思
う
ほ
ど
の
変
わ
り
よ
う
で

あ
っ
た
。
青
龍
寺
は
丘
の
上
に
あ
る
が
、
大

工
事
の
最
中
で
あ
っ
た
。
狭
か
っ
た
土
の
歩

道
も
、
敷
石
工
事
中
で
あ
る
。

　

青
龍
寺
に
到
着
す
る
。
お
堂
の
中
正
面
に
、

恵
果
と
空
海
の
像
が
並
ん
で
い
る
。
そ
の
前

に
密
教
の
壇
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
私
は
色し

き

衣え

に
如に

ょ

法ほ

衣え

を
つ
け
礼ら

い

盤ば
ん

に
坐
し
た
。
参
列

者
の
読
経
の
声
が
響
く
な
か
で
、
一い

ち

座ざ

行ぎ
ょ
う

法ぼ
う

を
行
っ
た
。
皆
さ
ん
の
お
陰
で
満
ち
足
り
た

思
い
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

　

２
４
０
０
キ
ロ
の
巡
礼
が
終
わ
っ
た
者
が

４
名
い
た
。
行
法
が
終
わ
り
、
４
名
に
「
成

満
証
」
を
授
与
し
た
。

　

次
い
で
、天
光
軒
満
月
師
匠
が
浪
曲「
空
海
」

よ
り
、
恵
果
と
空
海
の
出
会
い
の
場
面
を
音お

ん

吐と

朗ろ
う

々ろ
う

と
歌
い
上
げ
た
。
多
く
の
参
加
者
は
、

感
激
の
あ
ま
り
涙
を
こ
ら
え
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
２
４
０
０
キ
ロ
を
追
体
験
し
て
、
い

年
お
世
話
に
な
っ
た
。
私
が
訪
問
す
る
た
び

に
、
い
つ
も
数
時
間
前
か
ら
心
待
ち
に
し
て

出
迎
え
て
く
だ
さ
り
、
こ
れ
ら
の
建
築
を
案

内
し
説
明
し
て
く
れ
た
。
四
層
の
密
教
の
道

場
も
で
き
た
。
西
安
興
善
医
院
と
い
う
病
院

も
つ
く
っ
た
。
界
明
方
丈
は
、
高
野
山
に
も

数
回
こ
ら
れ
た
。
西
安
の
美
女
雑
技
団
を
率

い
て
高
野
山
に
こ
ら
れ
、
高
野
山
大
学
で
唐

代
の
天
女
の
踊
り
を
ご
披
露
し
て
く
れ
た
こ

と
は
、
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
と
な
っ
た
。

大
雄
宝
殿
で
界
明
方
丈
の
頓と

ん

証し
ょ
う

菩ぼ

提だ
い

を
念
じ

た
。

　

こ
の
寺
に
も
修
行
大
師
像
が
建
っ
て
い

る
。
中
国
各
所
に
建
立
さ
れ
た
修
行
大
師
像

は
、
四
国
愛
媛
県
香こ

う

積じ
ゃ
く

寺じ

（
隻か

た

手で

藥や
く

師し

）
平

野
仁
弘
住
職
が
か
か
わ
っ
た
お
仕
事
と
聞

く
。
空
前
の
発
想

と
実
行
推
進
に
対

し
、
深
く
感
謝
す

る
。

　

寛
旭
住
職
か

ら
、
私
た
ち
47
名

に
精
進
料
理
の
接

待
が
あ
り
、
昼
食

を
共
に
し
た
。
見

事
な
精
進
料
理
に
一
同
目
を
見
張
り
、
い
た

だ
く
。
美
味
で
あ
っ
た
。
昼
食
後
、
こ
こ
で

中
国
の
空
海
信
徒
と
別
れ
る
。
お
大
師
様
を

信
奉
す
る
者
同
士
、
日
本
人
も
中
国
人
も
友

人
と
な
り
、
実
に
和
や
か
に
旅
行
が
で
き
た

（
こ
の
旅
の
期
間
中
に
沖
縄
尖
閣
諸
島
沖
の

海
上
保
安
庁
の
巡
視
船
と
中
国
漁
船
と
の
衝

突
事
件
で
、
鄭
州
・
西
安
な
ど
で
反
日
デ
モ

が
起
こ
る
と
い
う
報
道
が
、
日
本
で
連
日
流

さ
れ
て
い
た
。
参
加
者
た
ち
に
は
、
日
本
か

ら
心
配
す
る
国
際
電
話
や
メ
ー
ル
が
入
っ
て

き
た
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
街
中
を
歩
き
、

ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
に
行
き
、
屋
台
を
ひ
や
か

し
た
が
、
旅
の
あ
い
だ
何
事
も
な
く
、
危
険

を
感
じ
る
こ
と
は
一
度
も
な
か
っ
た
）。

　

私
た
ち
日
本
人
は
、
西
安
空
港
か
ら
上
海

に
移
動
。
夕
食
は
私
た
ち
の
サ
ヨ
ナ
ラ
パ
ー

テ
ィ
ー
と
し
て
、
無む

魔ま

成じ
ょ
う

満ま
ん

を
祝
し
、
楽
し
く

飲
み
歌
っ
た
。
上
海
華
美
達
和
平
大
酒
店
泊
。

　

最
終
日
。「
静せ

い

安あ
ん

寺じ

」
の
伽
藍
の
復
興
は

驚
異
的
で
あ
る
。
今
回
は
、
黄
金
の
鼎か

な
え

と
タ

イ
国
王
か
ら
奉
納
さ
れ
た
仏ぶ

っ

舎し
ゃ

利り

を
収
め
た

黄
金
仏
に
度
肝
を
抜
か
れ
る
。
こ
こ
も
ま
だ

増
築
中
で
あ
る
。
参
拝
の
の
ち
、
上
海
空
港

か
ら
関
西
空
港
に
帰
国
し
た
。

コース

古都西安の象徴である大慈
恩寺の大雁塔。

古都

寺
僧
に
迎
え
ら
れ
、
大
雄
宝
殿
で
読
経
す
る
。

　

洛
陽
駅
か
ら
中
国
の
新
幹
線
で
西せ

い

安あ
ん

へ
。
以

前
は
汽
車
で
５
時
間
か
か
っ
た
が
、
新
幹
線
開

通
に
よ
り
２
時
間
に
短
縮
。
新
幹
線
は
時
速

３
５
０
キ
ロ
を
出
す
こ
と
も
あ
り
、
座
席
も
悪

く
は
な
か
っ
た
。

　

中
国
の
都
市
は
城
郭
都
市
で
あ
り
、
城
壁
に

よ
っ
て
囲
ま
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
、
こ
の
よ

う
な
都
市
構
造
は
見
ら
れ
な
い
。

現
代
の
西
安
市
は
、
唐
代
長
安

の
３
分
の
１
程
度
で
あ
る
。
現

在
見
ら
れ
る
内
城
を
囲
む
城
壁

は
、
明み

ん

代
に
建
立
（
14
世
紀
）

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
城
壁
の

外
側
は
、
堀
に
よ
っ
て
囲
わ
れ

て
い
る
。
中
国
で
現
存
す
る
規

模
と
し
て
は
、
も
っ
と
も
大
き

く
完
全
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

城
壁
の
高
さ
は
約
12
メ
ー
ト
ル
、

幅
は
約
12
～
14
メ
ー
ト
ル
、
周

囲
の
長
さ
は
約
13
・
６
キ
ロ
で

あ
る
。
電
気
自
動
車
、
貸
自
転

車
も
あ
る
。
城
壁
マ
ラ
ソ
ン
も

あ
る
と
い
う
。
見
学
す
る
価
値

は
、
十
分
に
あ
る
。
空
海
は
長

２
４
０
０
キ
ロ
巡
礼

達
成
者
４
名
に
成じ

ょ
う

満ま
ん

証し
ょ
う

授
与

礎
石
だ
け
の
寺
院
を

再
建
し
た
前
住
職
を
回
想

青龍寺の法要の様子（写真上）、青龍寺
寛旭住職と（写真下）。寛旭住職は大興
善寺の住職も務めている。

広化寺の門前での記念撮影（写真
左）と、広化寺の本堂（写真下）。

空海ロード巡礼で訪れた際、
大興善寺での１枚。中央は故
界明方丈。


